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委員長 岡﨑ひろみ

７
月
参
議
院
選
挙
で
日
本
の
進
路
が
決
ま
る

非
正
規
・
女
性
が
、
も
っ
と
国
政
に
意
見
と
行
動
を
！

生活・平和・憲法の危機
自公+維新の政治に あきらめない、くさらない。

２
０
２
２
年
７
月
に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
の
結
果
次
第
で
、

日
本
の
進
路
が
決
ま
り
ま
す
。
参
院
選
で
自
公+

維
新
勢
力
が
勝
て
ば
、
今
後
３

年
間
は
国
政
選
挙
が
な
く
、
「
や
り
た
い
放
題
」
の
政
治
が
続
き
、
憲
法
は
改
悪

の
危
機
を
む
か
え
ま
す
。
新
社
会
党
は
、
青
年
女
性
委
員
会
代
表
の
「
お
か
ざ
き

彩
子
」
さ
ん
を
社
民
党
の
参
議
院
比
例
予
定
候
補
の
「
共
同
名
簿
」
に
登
載
し
ま

し
た
。
今
、
非
正
規
、
女
性
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
社
会
的
差
別
に
置
か
れ
て

い
る
人
々
の
声
を
届
け
る
た
め
に
奮
闘
中
で
す
。

岡﨑彩子プロフィール
■1980年明石市生まれ■神戸

市外国語大学外国語学部国際関

係学科卒業■2009年から新社

会党兵庫県本部に勤務・青年運

動や女性運動にかかわる

お
か
ざ
き
彩
子
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
ま
せ
ん
か
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
政
策
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

ブ
ロ
グ
も
更
新
し
て
い
ま
す
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で

検
索
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。



日
本
政
府
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

自
衛
隊
が
所
有
す
る
防
弾
チ
ョ
ッ

キ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
送
り
、

同
国
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
「
防
衛
装
備
移
転
３
原
則
」

（
旧
武
器
輸
出
３
原
則
）
の
運
用

指
針
を
改
定
し
「
交
戦
国
」
へ
の

装
備
供
与
は
じ
め
ま
し
た
。
更
に
、

ロ
シ
ア
侵
攻
を
契
機
に
自
民
党
内

に
は
「
台
湾
有
事
」
を
念
頭
に
お

い
た
防
衛
装
備
移
転
３
原
則
の
見

直
し
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
連
動
し
、
政
府
・
自
民

党
は
防
衛
大
綱
を
見
直
し
「
敵
基

地
先
制
攻
撃
」
も
可
能
と
す
る
「
防

衛
能
力
」
強
化
の
た
め
の
装
備
増

強
を
強
め
て
い
ま
す
。

国
会
で
は
岸
信
夫
防
衛
相
が
２

月
16
日
、
相
手
国
の
領
空
で
の
爆

撃
を
「
自
衛
の
範
囲
」
と
の
答
弁

を
し
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
の

解
釈
変
更
を
重
ね
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
安
倍
晋
三
元
首
相
や

高
市
早
苗
政
調
会
長
は
、
日
本
に

米
軍
の
核
配
備
の
た
め
の
「
核
共

有
」
と
「
非
核
３
原
則
」
（
持
た

ず
、
つ
く
ら
ず
、
持
ち
こ
ま
せ
ず
）

の
見
直
し
の
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
日
本
維
新
の
会
」
は
３

月
27
日
の
定
期
大
会
で
馬
場
信
幸

共
同
代
表
は
、
米
国
と
の
「
核
共

有
」
や
「
非
核
３
原
則
の
見
直
し
」

を
言
明
し
ま
し
た
。

自
民
党
タ
カ
派
や
維
新
の
会
、

右
翼
議
員
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
利
用
し
、
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
に
違
憲
発
言
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

関
す
る
テ
レ
ビ
報
道
の
ゲ
ス
ト
に

は
、
「
軍
事
研
究
者
」
や
「
防
衛

研
究
所
」
の
職
員
、
軍
事
評
論
家
、

関
係
学
者
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

そ
の
解
説
の
大
半
が
軍
事
作
戦
の

評
価
や
情
勢
分
析
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
憲
法
９
条
を
持
つ
日
本
の

外
交
努
力
や
、
停
戦
に
向
け
た
日

本
の
独
自
の
役
割
は
何
か
と
い
う

提
言
や
意
見
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
こ

え
ま
せ
ん
し
、
そ
ん
な
立
場
の
学

者
や
評
論
家
は
画
面
に
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出

さ
れ
る
の
は
米
国
、
英
国
の
西
側

メ
デ
ィ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の

情
報
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
映
像
は
確
か
に
、
民
衆
の
苦

悩
と
避
難
、
破
壊
さ
れ
た
街
の
姿

で
あ
り
、
映
像
か
ら
は
悲
し
み
と

怒
り
を
覚
え
ま
す
。
し
か
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
現
地
民
衆
の
政
権
批
判

や
「
和
平
を
」
と
い
う
声
は
画
面

に
は
な
く
、
聞
こ
え
る
の
は
ロ
シ

ア
国
内
の
反
戦
の
声
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
と
責
任
は

重
大
で
す
が
、
そ
れ
が
今
で
は
同

調
圧
力
に
よ
る
世
論
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
米
国
は
、
自
国
の
利
益
の

た
め
に
、
ロ
シ
ア
の
戦
争
を
利
用

し
て
、
対
中
国
、
対
ロ
シ
ア
包
囲

網
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
。

今
回
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
通
じ
て
、
改
憲
論
者
は
「
だ

か
ら
軍
事
力
強
化
・
敵
基
地
攻
撃
」

と
叫
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
戦
争
で
泣
く
の
は
国

民
で
あ
り
、
武
力
で
平
和
は
創
れ

な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
改
め
て
日
本
国
憲
法
の
前

文
と
９
条
の

意
義
と
世
界

的
な
価
値
が

確
認
で
き
ま

す
。
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新社会党機関紙「新社会」を読みませんか

月４回発行・タブロイド判・月額700円・送料１６８円

お問い合わせ先

ロシアの戦争で日本の世論を変える

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
世
界
を
激
震
さ
せ
て
い
ま
す
。
い
か
な
る

理
由
が
あ
っ
て
も
、
隣
国
に
攻
め
入
り
無
垢
の
市
民
を
殺
害
し
た
り
、
住
居

や
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
破
壊
す
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

見
逃
せ
な
い
の
は
、
日
本
で
は
ロ
シ
ア
の
戦
争
を
政
治
的
に
利
用
し
て

「
核
共
有
」
「
敵
基
地
爆
撃
可
能
」
発
言
や
、
報
道
に
垣
間
見
る
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
劣
化
も
日
本
社
会
を
右
傾
化
さ
せ
、
改
憲
に
通
じ
る
世
論
づ
く

り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
改
憲
反
対
の
声
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

ロ
シ
ア
の
戦
争
を
逆
手
に

活
気
づ
く
自
民
・
タ
カ
派

自
民
・
右
翼
ー
軍
事
力
増
強
・
敵
基
地
先
制
攻
撃

立
憲
政
党
ー
平
和
外
交
・
憲
法
前
文
と
９
条
が
大
事

だから

自
民
・

維
新

劣
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
と

同
調
圧
力
づ
く
り

ロ
シ
ア
の
戦
争
で
憲
法

９
条
の
価
値
を
再
確
認


